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1. 概要 

IoT-PI ボードは IoT-PI ボード経由で RaspberryPI3 へ電源を供給するモードがあり、このモードを使用すると

シャットダウン時に RaspberryPI3 の電源を切ったり、IoT-PI に搭載した RTC（Real Time Clock）にアラームを

セットすることで指定した時刻に RaspberryPI3 の電源を ON し起動させることができます。 
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2. alarm.py について 

alarm.py は RTC への時刻設定、アラーム設定を行うサンプルプログラムです。 

実行するとシステム時刻を RTC に設定した後、コマンドラインパラメータで指定されたアラーム時刻を RTC に

設定します。 

※ ハードウェアの制約により分単位の設定になります。 

 

./alarm.py [[[[年/]][月/]][日/]] [時/]分 

 

[] は省略可能なパラメータを示します。省略した場合現在の値が使用されます。 

 

 以下、５月１３日１１時に alarm.py によって６月１日１１時２３分に設定したときの例になります。 

 

pi@raspberrypi:~$ ./alarm.py 2019/06/01 11:23 

set alarm at 

2019-06-01 11:23:00 

pi@raspberrypi:~$ ./alarm.py 19/06/01 11:23 

set alarm at 

2019-06-01 11:23:00 

pi@raspberrypi:~$ ./alarm.py 06/01 11:23 

set alarm at 

2019-06-01 11:23:00 

pi@raspberrypi:~$ ./alarm.py 1 11:23 

set alarm at 

2019-05-01 11:23:00 

pi@raspberrypi:~$ ./alarm.py 11:23 

set alarm at 

2019-05-13 11:23:00 

pi@raspberrypi:~$ ./alarm.py 23 

set alarm at 

2019-05-13 11:23:00 

pi@raspberrypi:~$  

 


